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【 請 求 項 １ 】
　 第 ２ 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ 縁 膜 の 上 に 第 １ 縁 膜 を 形 成 し 、
　 第 １ の 気 体 を 用 い て 、 前 記 第 １ 縁 膜 を 選 択 的 に 除 去 し 、 前 記 第 ２ 縁 膜 に 達 す る
開 口 部 を 形 成 し 、
　 第 ２ の 気 体 を 用 い て 、 前 記 開 口 部 の 前 記 第 ２ 縁 膜 を 選 択 的 に 除 去 し 、 コ ン タ ク ト ホ
ー ル を 形 成 し 、
　 第 １ の 気 体 ま た は 第 ２ の 気 体 の 少 な く と も 一 方 に は 、 添 加

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 第 １ 縁 膜 は 、 酸 化 珪 素 を 含 む 耐 熱 性 平 坦 化 膜 こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装
置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　
　
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 気 体 に 、 の 流 量 が 総 流 量 に 対 し て ２ ６ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 と な る
よ う に 添 加 こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】

の 絶
の 絶 の 絶

の 絶 の 絶

の 絶

前 記 前 記 不 活 性 気 体 が さ れ て
い る

の 絶 で あ る

請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は ゲ ー ト 絶 縁 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

乃 至 ３ の い ず れ か 一
は 不 活 性 気 体

不 活 性 気 体 が さ れ て い る



　 請 求 項 １ 乃 の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 気 体 に 、 の 流 量 が 総 流 量 に 対 し て ６ ０ ％ 以 上 ８ ５ ％ 以 下 と な る
よ う に 添 加 こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 不 活 性 気 体 は Ａ ｒ 、 Ｋ ｒ 、 Ｘ ｅ か ら 選 ば れ た 一 種 ま た は 複 数 種 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　
　 前 記 第 １ の 気 体 は 、 Ｃ Ｆ ４ 、 Ｏ ２ 、 Ｈ ｅ 、 Ａ ｒ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作
製 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　
　 前 記 第 ２ の 気 体 は 、 Ｃ Ｈ Ｆ ３ 、 Ａ ｒ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
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至 請 求 項 ４ 一
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１ 請 求 項 ５ 一

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 に お い て 、

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 に お い て 、
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